
利用できるサービス　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
昔
の
建

物
跡
（
遺
構
）
や
道
具
（
遺
物
）
は
、
私
た

ち
に
様
ざ
ま
な
地
域
の
歴
史
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　

平
成
14
年
、
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺

で
、
堂ど

う
や
ま
し
た

山
下
遺
跡
と
鎌
倉
街
道
の
一
部
の
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結

果
、
鎌
倉
街
道
と
推
定
さ
れ
る
硬
く
踏
み
固

め
ら
れ
た
道
の
跡
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
道
跡

の
西
側
に
は
幅
80
・
深
さ
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
側そ

っ
こ
う溝
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

側
溝
か
ら
は
、
10
数
点
の
遺
物
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
薄
い
黄
緑
色
の
釉ゆ

う
や
く薬

が
付
着
す
る
焼
き
物
の
破
片
が
混
じ
っ
て
い

ま
し
た
。
粘
土
の
質
や
形
の
特
徴
か
ら
、
12

世
紀
末
か
ら
13
世
紀
初
頭
に
か
け
て
作
ら
れ

た
常と

こ
な
め
や
き

滑
焼
の
甕か

め
の
口
の
破
片
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

常
滑
焼
は
、
愛
知
県
常
滑
市
周
辺
で
平
安

時
代
の
終
り
こ
ろ
か
ら
生
産
さ
れ
た
焼
き
物

で
、
関
東
地
方
の
中
世
遺
跡
か
ら
も
数
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
で
は
、
堂

山
下
遺
跡
を
は
じ
め
崇す

う
と
く
じ

徳
寺
跡
（
川
角
）
や

大
類
氏
館
跡
（
大
類
）
な
ど
で
も
、
常
滑
焼

の
製
品
は
出
土
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大

部
分
は
13
世
紀
後
半
か
ら
14
世
紀
に
か
け
て

の
も
の
で
、
13
世
紀
前
半
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる

も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鎌
倉
街
道
か
ら
出
土
し
た
常

滑
焼
の
破
片
は
、
町
内
で
発
見
さ
れ
た
中
で

も
最
も
古
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
出
土
し
た
場
所
も
注
目
さ
れ
ま

す
。
破
片
は
、
側
溝
の
底
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
常
滑
焼
の
年
代
で
あ
る
13
紀
前
半

以
前
に
は
、
鎌
倉
街
道
が
道
と
し
て
機
能
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
12
世
紀
末
か
ら

13
世
紀
初
頭
は
、
源
み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
が
鎌
倉
に
拠
点
を

置
き
、
関
東
を
平
定
、
平
氏
と
の
対
決
、
そ

し
て
征せ

い
い夷

大
将
軍
と
な
る
鎌
倉
時
代
の
草
創

期
で
す
。
そ
の
た
め
に
鎌
倉
と
地
方
を
結
び
、

人
や
物
資
の
流
通
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め

の
鎌
倉
街
道
の
整
備
は
当
時
の
急
務
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
脇
か
ら
出
土
し
た
小

さ
な
土
器
の
破
片
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
の

流
れ
の
中
で
鎌
倉
街
道
が
整
備
さ
れ
た
時
期

を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。
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鎌倉街道から見つかった
一片の常

とこなめやき

滑焼

鎌倉街道の側溝から発見された常滑焼
の甕
かめ

の破片（左）と推定復元図（右）
『概説　中世の土器・陶磁器』より

介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
窓
口

　

役
場
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　
ｔ
２
９
５
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２
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１
２

　
　

内
線
１
２
２

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

　

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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２
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１
２
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線
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５
６
・
１
５
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介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
⑥

　

今
回
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
地
域
に
根
ざ
し

た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
し
て
利
用
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
で

　
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護

定員 30 人未満の小規模な
介護老人福祉施設です。要
支援の人は利用不可

夜間対応型訪問介護
夜間にヘルパーが巡回した
り、緊急通報によりヘルパー
が急行する訪問介護が受け
られます。要支援の人は利
用不可

小規模多機能型居宅介護
小規模な住居型の施設への
「通い」を中心に、自宅に来
てもらう「訪問」、施設に「泊
まる」サービスが柔軟に受
けられます。

介護療養型医療施設
急性期の治療が終
わり、病状は安定
しているものの、長
期間にわたり療養
が必要な人が対象
の施設です。介護
体制の整った医療
施設で、医療や看
護などが受けられ
ます。要支援の人
は利用不可

特定施設入居者
生活介護

有料老人ホー
ムなどに入所
している人が
受けるサービ
スです。食事・
入浴などの介
護や機能訓練
が受けられま
す。要支援の
人は利用不可

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

認知症の高齢者が共同で生
活できる場で、食事・入浴、
機能訓練が受けられます。
要支援１の人は利用不可

介護老人保健施設
病状が安定し、リ
ハビリに重点をお
いた介護が必要な
人が対象の施設で
す。医学的な管理
のもとでの介護や
看護、リハビリが
受けられます。要
支援の人は利用不
可

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
常に介護が必要で、
自宅では介護がで
きない人が対象の
施設です。食事・
入浴など日常生活
の介護や健康管理
が受けられます。
要支援の人は利用
不可

定期巡回・随時対応型
訪問介護看護

介護職員と看護師が連携し、
定期的に訪問します。また、
利用者の通報や電話などに
随時対応します（24時間対
応）。要支援の人は利用不可

複合型サービス
上記のサービスに訪問看護
を加えたサービスが柔軟に
受けられます。要支援の人
は利用不可

認知症対応型通所介護
認知症の高齢者が、食事・
入浴、機能訓練を日帰りで
受けられます。

地域密着型特定施設
入居者生活介護

定員 30人未満の小規模な介
護専用有料老人ホームなどで
す。要支援の人は利用不可
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